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結の故郷発祥祭　　　　
　　　　いよいよ完結へ

▼
雪
見
灯
ろ
う
・
雪
あ
か

り
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト　

日
時　

７
日
土
午
後
５
時
～
９
時

○
雪
見
灯
ろ
う

　
　

七
間
通
り
か
ら
柳
廼
社
ま

　

で
、
１
０
０
基
以
上
の
雪
見
灯

　

ろ
う
が
立
ち
並
び
ま
す

○
雪
あ
か
り

　
　

五
番
通
り
や
六
間
通
り
、
春

　

日
神
社
に
、
雪
あ
か
り
や
竹
あ

　

か
り
、鉄
灯
ろ
う
、雪
の
モ
ニ
ュ

　

メ
ン
ト
な
ど
が
並
び
ま
す

○
雪
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　
　

七
間
通
り
、
五
番
通
り
、
春

　

日
神
社
に
雪
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

　

ト
を
設
置
し
ま
す
。
ど
の
よ
う

　

な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
か
は
当
日

　

の
お
楽
し
み

▼
冬
花
火

　

越
前
大
野
城
を
バ
ッ
ク
に
花
火

を
打
ち
上
げ
、
冬
の
夜
空
を
鮮
や

か
に
彩
り
ま
す
。

日
時　

７
日
土
午
後
７
時
30
分
頃

場
所　

結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

会
場
内
に
あ
る
雪
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
巡
り
、
ク
イ
ズ
に
答
え
る

と
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

日
時　

７
日
土
午
後
５
時
～
８
時

受
付
場
所　

時
鐘
付
近
イ
ベ
ン

　

ト
本
部（
当
日
受
付
）

参
加
料　

無
料

▼
冬
の
あ
っ
た
か
市

　

冷
え
た
体
を
温
め
る
ス
ー
プ

や
お
し
る
こ
を
販
売
し
ま
す
。

日
時　

７
日
土
午
後
５
時
～
８
時

場
所　

結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

熱
い
ス
テ
ー
ジ
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

日
時　

７
日
土
午
後
７
時
～

場
所　

結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
演
者　

ク
レ
ヨ
ン（
お
笑
い
芸

　

人
）、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ（
フ
ァ
イ

　

ア
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）な
ど

▼
結
楽
座
を
延
長
営
業

　

７
日
土
は
、結
楽
座
の
営
業
時
間

を
午
後
８
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

▼
七
間
朝
市
特
別
開
催

　

冬
の
間
は
開
い
て
い
な
い
朝

市
を
特
別
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
日
日
午
前
８
時
～
11
時

場
所　

七
間
通
り

越
前
お
お
の
冬
物
語
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
へ

　

昨
年
３
月
21
日
の
七
間
朝
市
開
き
を
皮
切
り
に
、
約
１
年
間
開
催
さ
れ
て
き
た
発
祥
祭
も
い
よ
い
よ
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。
冬
物
語
恒
例
の
雪
見
灯
ろ
う
と
冬
花
火
が
、
発
祥
祭
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
を
鮮
や
か
に
彩

り
ま
す
。（
雪
の
状
況
に
よ
り
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）　

問　

市
観
光
協
会（
☎
65
・
５
５
２
１
）

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

 

２
月
７
日
土
・
８
日
日

　

 

結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
・

　

 

市
内
各
商
店
街

目次

ご意見は「やまびこ」へ
　市政へのご意見などは、

「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へ
お寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp

P２

P４

P５

P６

P７

P８

P９

P12

越前おおの冬物語

福井しあわせ元気

国体

パブリックコメント

など

定例市議会　など

グルメガイド新規掲

載店募集/平成27年

度の事業提案を募集

嘱託職員募集　など

利用日程調整会議

など

市・県民税の申告　

など

今月の表紙
でっち羊かん

　冬の味覚である「でっち
羊かん」の製造が最盛期を
迎えています。こちらの菓
子店では、朝早くから仕込
みをしていました。
　市内の菓子店のでっち羊
かんを集めた「でっち羊か
んまつり」は、２月７日土、
８日日に開催されます。

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

今月の国民の祝日

11日水　建国記念の日

　　 国旗を掲げましょう

場所 期日
発祥祭を結ぶ
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結の故郷発祥祭　　　　
　　　　いよいよ完結へ

新
企
画
イ
ベ
ン
ト

人 地域を結ぶ

越前おおの食守フェスタ越前おおのふるさと味物語
第５回でっち羊かんまつり 日時　２月７日土午前11時～午後７時30分、８日日午

　前10時～午後３時
場所　まちなか交流センター
内容　食育活動のパネル展示コーナー、試食体験コー
　ナーなど
問　越前おおの食守フェスタ実行委員会
　（農業林業振興課内　☎64・4818）

第７回

同時開催

雪見灯ろう制作ボランティア募集
　結ステーションと七間通りを中心に、市街地に設置する雪見灯ろうやミニ灯ろうの制作を手伝ってくれる人や
グループを募集します。
〇雪見灯ろう制作
日時　２月７日土午前９時～午後４時
対象　中学生以上
定員　50人程度
持ち物　雪掘り用スコップ、手袋、防寒服など

〇ミニ灯ろう制作
日時　２月７日土午後１時～４時
対象　小学生以下 （３年生以下は保護者同伴）
定員　50人程度
持ち物　バケツ、雪掘り用スコップ、園芸用スコップ、
　手袋、防寒服など

を結び、 を結び、時
▼
時
鐘
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

　

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
時
鐘
を

明
る
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
時　

７
日
土
午
後
５
時
～
９
時

場
所　

時
鐘

▼
足
湯
コ
ー
ナ
ー

　

足
湯
コ
ー
ナ
ー
で
温
ま
っ
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
日
土
午
後
５
時
～
９
時

　
　
　

８
日
日
午
前
10
時
～
午
後

　
　
　

３
時

場
所　

結
楽
座

▼
雪
中
宝
探
し

　

雪
の
中
か
ら
宝
を
探
し
、
賞
品

を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。（
１
回

２
０
０
円
）

日
時　

８
日
日
午
前
10
時
～
午
後

　

３
時

場
所　

学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

日時　２月７日土午前11時～午後９時、８日日午前
　10時～午後３時
場所　結ステーション
内容　７日土は応募作品の展示と一般投票。８日日は、

　入賞者のお知らせ
その他　投票した人の中から抽選で素敵な景品をプレ
　ゼント
問　結の故郷推進室（☎64・4824）

結の故郷フォトコンテスト～あなたが選ぶ結の故郷～

春を彩る越前おおのひな祭り
昔むかしあるところに～大野の昔ばなしと伝説～

日時　～３月５日木まで午前９時～午後５時
場所　平成大野屋平蔵、結ステーション周辺　ほか
内容　ひな人形の歴史・パネル展、江戸時代から現
　代までのひな人形の展示
問　ひなまつり実行委員会
　（平成大野屋内☎69・9200）

日時　２月８日日午前10時～11時、午後２時～３時
場所　藩主隠居所
内容　大野の昔ばなしと世界の昔ばなしを語る
問　大野昔ばなし再話研究会　加藤さん
　（☎64・1523）

　畳とこたつのある会場で、市内15店舗のでっち羊
かんが堪能できます。大人気のいちご大福も限定で
販売。ほかにも大野の冬の味覚を味わえるコーナー
もあります。
日時　２月７日土午前11時～午後７時30分、８日日
　午前10時～午後３時
場所　まちなか交流センター
問　大野商工会議所（☎66・1230）

締切　２月５日木
問　市観光協会（☎65・5521）
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　　　　　　　スポーツフェスタ2014
　　　　　inサンドーム福井が行われました

　

平
成
30
年
に
開
催
が
内
定
し
て

い
る
、
第
73
回
国
民
体
育
大
会
と

第
18
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
準
備
を
円
滑
に
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
福
井
し
あ
わ

せ
元
気
国
体
等
大
野
市
準
備
委
員

会
」
の
設
立
に
向
け
て
、
昨
年
12

月
18
日
に
結
と
ぴ
あ
で
発
起
人
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
は

発
起
人
７
人
と
推
進
本
部
員
で
あ

る
副
市
長
や
教
育
長
、
市
職
員
が

出
席
し
、
準
備
委
員
会
の
設
立
趣

旨
や
会
則
、
委
員
・
役
員
構
成
な

ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
確
認
し
ま

し
た
。

　

準
備
委
員
会
の
設
立
は
本
年
度

内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
発
起
人

は
次
の
７
人
で
す
。（
敬
称
略
）

○
市
長　
　
　
　
　
　

岡
田
高
大

○
市
議
会
議
長　
　
　

島
口
敏
榮

○
市
教
育
委
員
長　
　

洞
口
幸
夫

○
市
区
長
連
合
会
長　

村
西
勝
雄

○
商
工
会
議
所
会
頭　

稲
山
幹
夫

○
市
体
育
協
会
長　
　

岩
田
繁
憲

○
市
身
体
障
害
者
連
合
会
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂
子
三
郎

問　

国
体
推
進
室

　
（
☎
64
・
４
８
２
６
）

　昨年12月20日土、21日日にサンドーム福井で平成30年に開催が内定している福井しあわせ元気国体のＰＲイベン
トが行われました。イベントでは、県内の市町が観光ＰＲや特産品の販売を行ったほか、本市で開催を予定している
競技を体験したり、展示された競技用具に触れたりと、多くの来場者が楽しみながら国体開催種目への理解を深めま
した。
問　国体推進室（☎64・4826）

準備委員会設立に向け審議を終えた発起人の皆さん
（左から、砂子会長、稲山会頭、洞口委員長、岡田市長、島口議長、村西会長、岩田会長）

国体マスコットのはぴりゅうやうぐピーも奮闘した
「ゆるキャラ国体」

パワーリフティングのほか自転車競技などもブースで体験

　
　
　
市
準
備
委
員
会
の
設
立
に
向
け
発
起
人
会
を
開
く
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地
域
防
災
計
画
は
、
災
害
対
策

基
本
法
第
42
条
に
基
づ
き
、
市
が

防
災
に
関
し
て
処
理
す
べ
き
事
務

や
業
務
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

関
連
法
の
改
正
や
県
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
な
ど
を
受
け
、

現
在
、
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

全
面
的
な
改
訂
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
の
内
容
に
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
計
画
の
素
案
を
公
開
し
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
10
日
火
ま
で

閲
覧
場
所　

市
民
ホ
ー
ル
（
市
役

　

所
）、防
災
防
犯
課
、和
泉
支
所
、

　

各
公
民
館
、
図
書
館
※
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　

・
市
内
に
事
業
所
の
あ
る
人
や

　
　

法
人
、
団
体

　

・
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す

　
　

る
人

　

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

　

・
市
に
納
税
義
務
の
あ
る
人
や

　
　

法
人
、
団
体

　

・
本
案
件
に
利
害
関
係
が
あ
る

　
　

人
や
法
人
、
団
体

意
見
の
提
出
方
法

　
　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
市

　

外
在
住
の
場
合
は
、
勤
務
先
か

　

学
校
名
も
記
載
し
、
閲
覧
場
所

　

へ
直
接
持
参
か
郵
送
、
フ
ァ
ク

　

ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
※
電

　

話
な
ど
の
口
頭
に
よ
る
提
出

　

は
不
可

問　

防
災
防
犯
課

　
（
☎
64
・
４
８
０
０
）

　

電
子
メ
ー
ル

　

b
o

sai@
city.fukui-o

no.lg.jp

　

〒
９
１
２
ー
８
６
６
６
（
住
所

　

は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

地
域
防
災
計
画
素
案
を
公
開

　
　
　
　

意
見
を
募
集

防
災
講
演
会

日
時　

３
月
１
日
日
午
後
１
時
～

　

３
時

場
所　

結
と
ぴ
あ（
有
終
会
館
）

テ
ー
マ　

災
害
を
も
た
ら
す
豪
雨

　

と
は
？

講
師　

京
都
大
学
防
災
研
究
所　

　

中
北
英
一
教
授

入
場
料　

無
料　

問　

防
災
防
犯
課

　
（
☎
64
・
４
８
０
０
）

投票所が変わります
　これまで、多田記念大野有終会館（結とぴあ）が投票所であった第２投票区の人は、２月15日日執行の大野
市議会議員一般選挙から投票所が市民ホール（市役所）に変わります。

対象は次の行政区の人です
明倫町３区、明倫町４区、明倫町５区、日吉町１区、高砂町全区、天神町、飯降、鍬掛、新庄、春日野
問　市選挙管理委員会（☎64・4801）

　

市
で
は
、
障
害
者
福
祉
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
お
よ
び
高
齢
者

福
祉
に
関
す
る
各
施
策
を
総
合

的
、
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

４
つ
の
計
画
を
改
訂
し
ま
す
。

　

各
計
画
（
素
案
）
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
１
日
日
～
２
月

　

15
日
日

閲
覧
場
所　

市
民
ホ
ー
ル
（
市
役

　

所
）、結
と
ぴ
あ
（
有
終
会
館
）、

　

和
泉
支
所
、
各
公
民
館
、
図
書

　

館
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　

載
し
ま
す

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　

・
市
内
に
事
業
所
な
ど
の
あ
る

　
　

人
や
法
人
、
団
体

　

・
市
内
の
事
業
所
な
ど
に
勤

　
　

務
す
る
人

　

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

　

・
市
に
納
税
義
務
の
あ
る
人
や

　
　

法
人
、
団
体

　

・
本
案
件
に
利
害
関
係
が
あ
る

　
　

人
や
法
人
、
団
体

意
見
の
提
出
方
法

　
　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
市

　

外
在
住
の
場
合
は
、
勤
務
先
か

　

学
校
名
も
記
載
し
、
閲
覧
場
所

　

へ
直
接
持
参
か
郵
送
、
フ
ァ
ク

　

ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
※
電

　

話
な
ど
の
口
頭
に
よ
る
提
出
は

　

不
可

問　

福
祉
こ
ど
も
課

　
（
☎
64
・
５
１
４
２
）

　

電
子
メ
ー
ル

　

fukusi@
city.fukui-o

no.lg.jp

　

健
康
長
寿
課

　
（
☎
65
・
７
３
３
３
）

　

電
子
メ
ー
ル

　

kenko
@

city.fukui-o
no.lg.jp

　

〒
９
１
２
ー
０
０
８
４

　

大
野
市
天
神
町
１
ー
19　

　

結
と
ぴ
あ
内
（
有
終
会
館
）

・
第
四
次
大
野
市
障
害
者
計
画

・
第
４
期
大
野
市
障
害
福
祉
計
画

・
大
野
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

・
越
前
お
お
の
高
齢
者
福
祉
計
画

　
（
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
）

各
種
計
画
素
案
を
公
開

　
　
　
　
　

意
見
を
募
集
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　福井地方法務局では、本年２月２日月から、登記申請に関する相談について、予約
制を開始します。
　不動産登記および商業・法人登記の申請手続きに関する相談を受ける際、事前に予
約をされますと、待ち時間なく相談を受けることができます。
　登記相談の予約は、電話または窓口で申し込んでください。

登記相談予約制開始のお知らせ

衆議院議員総選挙の結果

男１万3838人　女１万5490人
当日の有権者数

小選挙区の候補者別得票数（カッコ内は本市分）

 当  稲田　ともみ	 11万6855票	 （9037票）
　　鈴木　こうじ	 4万7802票	 （3107票）
　　かねもと幸枝	 1万5561票	 （1189票）　　
投票者数と投票率（小選挙区選出議員選挙）
　男　　　6802人（49.15㌫）
　女　　　6901人（44.55㌫）
　計　１万3703人（46.72㌫）

有効投票１万 3333 票
無効投票 370票

政 党 名 県全体 本市分
自由民主党 14万3387票 6746票
民 主 党 4万8809票 1763票
維 新 の 党 4万8748票 2006票
公 明 党 3万0757票 1064票
日本共産党 2万2500票 967票
社会民主党 6973票 278票
次世代の党 5315票 177票
生 活 の 党 4380票 175票
幸福実現党 2224票 67票

比例代表政党別得票総数計２万9328人

問　福井地方法務局登記部門（☎0776・22・4988）

　第47回衆議院議員総選挙および第23回最高裁判所裁判官国民審査が、12月14日に行われました。本市
の投票率は、小選挙区は46.72㌫、比例代表も46.72㌫でした。

〇
補
正
予
算
の
概
要

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出
に
そ

れ
ぞ
れ
２
億
５
９
７
１
万
７
０
０
０

円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

１
９
７
億
89
万
２
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
▼
民

間
の
観
光
バ
ス
に
天
空
の
越
前

大
野
城
の
写
真
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ

す
る
経
費
に
２
２
０
万
円
▼
支

給
対
象
児
童
の
増
加
に
よ
る
児

童
手
当
等
給
付
事
業
の
増
額
に

５
３
１
万
５
０
０
０
円
▼
保
育

単
価
引
き
上
げ
お
よ
び
低
年
齢
児

の
入
所
者
増
加
に
よ
る
民
間
保
育

所
運
営
費
の
増
額
に
３
５
６
０
万

円
▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
を
２
２
５
万
円
減
額
▼
ご
み

処
理
費
な
ど
の
増
額
分
と
し
て
大

野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
負
担
金
に
１
５
８
万
１
０
０
０

円
▼
育
児
休
業
等
取
得
促
進
事

業
に
１
４
０
万
円
▼
県
営
土
地

改
良
事
業
負
担
金
に
７
２
０
万

円
▼
林
業
機
械
導
入
お
よ
び
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
施
設
整
備
に

対
し
て
補
助
す
る
間
伐
材
安
定
供

給
促
進
事
業
に
３
７
１
万
円
▼
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
増
刷
す

る
費
用
に
１
４
４
万
６
０
０
０
円

▼
除
雪
委
託
料
な
ど
除
雪
経
費
に

１
億
３
７
２
０
万
円
▼
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
経
費
に
80
万

円
▼
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
等
出

場
へ
の
補
助
に
60
万
円
▼
職
員
給

与
費
等
に
１
７
０
１
万
６
０
０
０

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
人
事
案
件
に
同
意

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
と
、
公
平
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

▽
教
育
委
員
会
委
員　
（
敬
称
略
）

　

松
田
公
二　
（
中
挾
）

▽
公
平
委
員
会
委
員　
（
敬
称
略
）

　

早
川
き
よ
み　
（
右
近
次
郎
）

　

村
西
勝
雄　
（
中
据
）

　

第
３
９
１
回
市
議
会
が
、
12
月
１
日
か
ら
17
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
平
成
26
年
度
一
般
会
計
に
２
億
５
９
７
１
万
７
０
０
０
円
を
追

加
す
る
補
正
予
算
案
の
ほ
か
、
大
野
市
結
の
故
郷
伝
統
文
化
伝
承
条

例
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
市
議
会

新
た
に
結
の
故
郷
伝
統
文
化
伝
承
条
例
な
ど
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お
食
事
処
や
食
の
情
報
を
掲

載
し
た
「
結
の
故
郷
越
前
お
お

の
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
２
０
１
５
」

の
発
行
に
当
た
り
、
ご
当
地
グ

ル
メ
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
店

舗
で
、
掲
載
を
希
望
す
る
お
店

を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
食

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ご
当
地
グ

ル
メ
や
新
し
い
グ
ル
メ
、
定
番

グ
ル
メ
な
ど
を
紹
介
し
、
越
前

お
お
の
の
食
の
魅
力
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
市
内
外
へ
情
報
発

信
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

募
集
店
舗　

ご
当
地
グ
ル
メ（
そ

　

ば
、
と
ん
ち
ゃ
ん
、
醤
油
カ

　

ツ
丼
、
半
夏
生
サ
バ
、
サ
ト

　

イ
モ
料
理
、
郷
土
料
理
、
厚

　

揚
げ
串
、
フ
ラ
ン
ク
Ｆ
Ｕ
Ｌ

　

Ｌ
サ
ト
イ
モ
、
茶
そ
ば
、
で
っ

　

ち
羊
か
ん
、
シ
ョ
コ
ラ
ｄ
ｅ

　

よ
う
か
ん
な
ど
）を
提
供
し
て

　

い
る
店
舗
で
、
グ
ル
メ
ガ
イ

　

ド
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
お
店

応
募
方
法　

決
め
ら
れ
た
様
式
に

　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
フ
ァ

　

ク
ス
で
申
し
込
む
※
様
式
な
ど

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い

締
切　

２
月
10
日
火

問　

商
工
観
光
振
興
課

　
（
☎
64
・
４
８
１
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

65
・
８
３
７
１
）

グ
ル
メ
ガ
イ
ド
新
規
掲
載
店
の
募
集

平成27年度の事業提案を募集
市民力によるふるさとづくりを支援

　地域のいろいろな課題の解決について、自由な発
想を生かした事業提案を受け、提案のあった団体に
事業を委託します。
　事業の実施は、市の担当課と役割を分担し、話し
合いながら、より効果の高い方法で実施します。
対象事業　地域の課題を解決する事業や市民サービ

スの質の向上が見込まれる事業

　団体が自主的に企画、実施する地域の活性化を目
的にした事業に対して一定の割合で補助し、「市民力」
のさらなる向上を目指します。
対象事業　地域の活性化や市民参加の増加が見込ま

れる事業

募集期間　２月２日月～３月11日水
対象団体　市内に事務所や活動場所がある公益活動団体
その他　事業の応募資格など、詳しい内容は、市役所や和泉支所、各公民館にある募集要綱で確認してください
問　総務課（☎64・4820）

ショコラdeようかん運営協議会
「結の故郷」発祥グルメのＰＲ

市民協働推進提案事業 結の故郷越前おおの元気創造事業

青年会議所
結の夜市
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募
集
人
員　

１
人

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

勤
務
場
所　

市
内
の
公
民
館
ま
た

　

は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間　

1
週
間
あ
た
り
30
時

　

間
で
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　

時
15
分
の
範
囲
内
で
勤
務
の
割

　

り
振
り
を
行
い
ま
す

報
酬　

市
嘱
託
職
員
の
任
用
等
に

　

関
す
る
要
綱
の
規
定
を
適
用

　
（
各
社
会
保
険
あ
り
）

応
募
資
格　

社
会
教
育
の
推
進
に

　

熱
意
の
あ
る
人

提
出
書
類

　

・
履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書
）

　

・
写
真
（
履
歴
書
に
貼
付
、
６

　
　

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半

　
　

身
、
脱
帽
、
正
面
向
き
）

　

・
作
文
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿

　
　

用
紙
２
枚
程
度
に
「
公
民
館

　
　

職
員
と
し
て
の
抱
負
」
に
つ

　
　

い
て
記
入
。
作
成
は
手
書
き

　
　

と
す
る

　

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状

申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
に
持
参

　

か
郵
送
（
郵
送
の
場
合
、
封
筒

　

に
「
生
涯
学
習
課
嘱
託
職
員
」

　

と
朱
書
き
し
書
留
郵
送
）

募
集
期
間　

２
月
２
日
月
～
２
月

　

13
日
金
（
郵
送
の
場
合
、
２
月

　

13
日
金
必
着
）

試
験

　

日
時　

２
月
22
日
日
午
前
８
時

　
　

30
分

　

場
所　

学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

　

方
法　

筆
記
試
験（
一
般
教
養
）

　
　

と
面
接

　

そ
の
他　

結
果
は
２
月
下
旬
に

　
　

受
験
者
全
員
に
通
知
。
詳
し

　
　

く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　
　

さ
い

問　

生
涯
学
習
課

　
（
☎
65
・
５
５
９
０
）

　

〒
９
１
２
ー
０
０
８
７

　

大
野
市
城
町
９
ー
１

募
集
人
員　

若
干
数

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

勤
務
場
所　

市
内
公
立
保
育
所
ま

　

た
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分（
早
番
、遅
番
あ
り
）

受
験
資
格　

保
育
士
資
格
（
３
月

　

末
ま
で
に
取
得
見
込
み
を
含
む
）

提
出
書
類

　

・
履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書
）

　

・
写
真
（
履
歴
書
に
貼
付
、
６

　
　

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半

　
　

身
、
脱
帽
、
正
面
向
き
）

　

・
保
育
士
証
な
ど
資
格
を
証

　
　

明
す
る
書
類
の
写
し

　

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状

申
込
方
法　

福
祉
こ
ど
も
課
に
持

　

参
か
郵
送
（
郵
送
の
場
合
、
封

　

筒
に
「
公
立
保
育
所
等
臨
時
保

　

育
士
」と
朱
書
き
し
書
留
郵
送
）

試
験

　

日
時　

随
時

　

場
所　

結
と
ぴ
あ（
有
終
会
館
）

　

方
法　

個
別
面
接

問　

福
祉
こ
ど
も
課

　
（
☎
64
・
５
１
４
２
）

　

〒
９
１
２
ー
０
０
８
４

　

大
野
市
天
神
町
１
ー
19

　

結
と
ぴ
あ
内
（
有
終
会
館
）

嘱
託
職
員
募
集

臨
時
職
員
募
集

生
涯
学
習
課
嘱
託
職
員

臨
時
保
育
士

　確定申告の時期に合わせて、住民基本台帳カードの交付と公的個人認証サービスの電子証明書発行手続き
を時間外に受け付けします。

住民基本台帳カードを時間外に交付

日時
２月５日〜26日の木午後５時15分から７時まで

必要なもの

▽認め印 ▽顔写真付き身分証明書とその他身分証
明書（例：運転免許証と健康保険証） ▽印鑑登録
証（緑色のカード）※自動交付機からの証明書発行
を利用する場合 ▽手数料500円（電子申告に必要
な電子証明書が必要な場合は、別途500円が必要）

住民基本台帳カード（住基カード）
　・住基カードは、「顔写真付き」と「顔写真なし」

が選べます。顔写真付きカードは、運転免許証
と同じように公的身分証明書として利用するこ
とができます。

　・市役所に、住基カードを利用した証明書等自動
交付機を設置しています。自動交付機では、住

民票の写し・所得課税証明書・印鑑登録証明書
を発行しています。

その他
　・住基カードと電子証明書の発行には約30分掛か

ります。電子証明書の発行申請が混み合った場
合、カードのみを交付し、後日、電子証明書発
行の手続きをしていただくことがあります。

　・住基カードの発行は平成27年12月までとなります。
　・住基カード本体の有効期限は10年で、電子証明

書の有効期限は３年となっていますが、平成28
年１月以降に、電子証明書の３年目の有効期限
を迎えた場合、住基カードの有効期限が残って
いても電子証明書の更新はできません。

　・和泉支所では、時間外交付を行いません。
問　市民生活課（☎66・1111内線1205）
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ミルク工房奥越前 施設運営管理者募集

　400年以上の歴史を持つ七間朝市に出店を希望する人や、興味の
ある人を対象に説明会を開催します。
　事前の申し込みは不要です。気軽に参加してください。
日時　２月17日火、18日水午後１時30分～２時30分
場所　結とぴあ（有終会館）
参加料　無料
問　農業林業振興課（☎64・4818）
　　市朝市出荷組合（☎69・9520）※平日の午前中のみ　

　県乳製品加工体験等施設「ミルク工房奥越前」の施設管理と、体験利用者や観光客などの誘致を図るため、
施設の運営管理者を募集します。

応募資格　・市内に事務所などを有する個人や法人

　 　 　 　 　 ・調理師免許、営業許可を有する者か有する見込みのある者
　　　　　・国税や地方税を滞納していない者
応募方法　業務計画書、収支計画書ほか必要な書類を提出
締切　２月20日金午後５時
選考方法　応募者からのヒアリングにより提出された書類を審査する
○運営管理の概要
委託期間　４月１日～平成28年３月31日
業務内容　 ・利用の許可、利用料金の徴収など利用に関する業務
　　　　　・施設の維持管理に関する業務
　　　　　・乳製品の加工体験に関する業務
その他　詳しくは、市ホームページで確認するか、問い合わせてくだ
　さい
問　農業林業振興課（☎64・4818）

　

真
名
川
憩
い
の
島
や
奥
越
ふ
れ

あ
い
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
な
ど
の
屋
外
体
育
施
設

を
円
滑
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、
利
用
団
体
の
日
程
調
整
会
議

を
行
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
中
に

各
施
設
を
利
用
し
た
い
団
体
は
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
県
や
市
の

主
催
す
る
行
事
、
全
国
大
会
や
北

信
越
大
会
な
ど
の
予
定
を
優
先
し

ま
す
。

日
時　

２
月
27
日
金
午
後
７
時
～

場
所　

結
と
ぴ
あ
（
有
終
会
館
）

そ
の
他

　

・
参
加
希
望
の
団
体
は
利
用
計

　

画
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

各
施
設
管
理
者
に
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
提
出
先
は
、
真

　

名
川
憩
い
の
島
は
エ
キ
サ
イ

　

ト
広
場
、
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

　

は
建
設
整
備
課
で
す
。
計
画
書

　

様
式
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
ま
た
は
各
施
設
の
管
理
者
に

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

・
希
望
予
定
日
の
変
更
を
お
願

　

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
会
議
に
は
団
体
の
責
任
者

　

が
出
席
し
て
く
だ
さ
い

　

・
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
陸
上
競

　

技
場
内
の
芝
生
部
分
は
５
月

　

31
日
日
ま
で
使
用
を
制
限
し
ま

　

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
（
芝
生
の
育
成
状
況
に
よ
り
、

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

締
切　

２
月
13
日
金

問　

建
設
整
備
課

　
（
☎
64
・
４
８
１
２
）

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

　
（
☎
66
・
１
４
３
３
）

屋
外
体
育
施
設
　
利
用
日
程
調
整
会
議

「七間朝市」出店希望者説明会を開催
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藻
もたにこうすけ

谷浩介氏講演会　「デフレの正体」、「里山資本主義」著者
−大野に住む私たちは、これから何を行い、何を残していくか−

高齢者虐待防止講演会
やさしく分かる成年後見制度～高齢者の財産や権利を守ります～

日時　２月24日火午後１時30分～
場所　結とぴあ（有終会館）
内容　高齢者の権利を守る成年後見制度について、分かりやすく説明します
講師　（福）紫水の郷　福田洋一郎所長
入場料　無料
問　地域包括支援センター（☎65・5046）

下庄キャンドルナイト～もっ灯
と

 下庄！～
　下庄地区の若者グループ「しもプロ」と下庄小学校３・４年生「し
もキッズ」が共同で、約2000個のキャンドルの明かりで真冬の校
庭を幻想的に彩ります。
　コースの圧雪やキャンドルの設置などを手伝ってくれるボラン
ティアも募集します。
日時　２月14日土午後５時～８時（ボランティアは午後１時～５時）
場所　下庄小学校
内容　オープニングセレモニー（下庄小学校金管バンド演奏ほか）、
　キッズゲームコーナー、飲食物の販売、200人火の玉花火、か
　まくらスタンプラリー、キャンドルタワーなど
その他　ボランティアは２月10日火までに申し込みをして、当日
　は雪掘り用スコップ、手袋、防寒服などを用意してください
　荒天の場合は２月21日土に延期
問　下庄公民館（☎66・2142）  

　平成の大合併前の3200市町村の全てをほぼ自費で訪れ、その実見を
基に、人口成熟問題や地域振興に精力的に取り組む藻谷浩介さんを招い
て、本市に住む私たちが地域資源を生かし、人口減少対策や移住促進に
向けてヒントを得る講演会を開催します。
日時　２月17日火午後７時～９時
場所　市民ホール（市役所）
講師　㈱日本総合研究所調査部　藻谷浩介主席研究員
定員　80人
入場料　無料
その他　申し込みは不要です
問　結の故郷推進室（☎64・4824）  
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IZUMIクロスカントリースキー大会

日時　２月28日土午前９時～
場所　DAINOUスポーツランド
種別　クロスカントリースキー（小学生の部、中学生の部、一般
　の部、ビギナーの部）
参加料　一般2000円、高校生1500円、小・中学生1000円（保
　険代含む）

九頭竜スキー選手権大会

日時　３月１日日午前９時～
場所　九頭竜スキー場
種別　大回転（スノーボードの部、アルペンスキーの部）
参加料　一般・高校生3000円、小・中学生1000円（保険代
　含む。リフト代別）

イトヨの里公開講座 ～生物多様性の保全～
　河川やため池における特定外来生物（ブラックバス）の放
流が及ぼす環境被害の現状と課題から文化財（環境）保護を
考えます。
日時　２月28日土午後１時～３時20分
場所　本願清水イトヨの里
講師　日本魚類学会自然保護委員長・外来魚検討部会長　
　森誠一本願清水イトヨの里館長　ほか
対象　一般
定員　60人
入場料　無料
その他　申し込み方法など詳しくは、問い合わせてください
問　本願清水イトヨの里（☎65・5104）  

市消防団に新車両が寄贈されました
　12月25日、公益財団法人日本
消防協会から市消防団に防災活動
車が寄贈されました。
　今後、防火啓発活動や災害への
対応に幅広く活用されます。
問　消防署（☎66・0119）  

IZUMIクロスカントリースキー大会

九頭竜スキー選手権大会

○両大会共通事項
締切　２月16日月
問　スポーツ振興室（☎65・5592）
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人 間 ド ックの受診を助成します
対象者　
　後期高齢者医療制度加入者（後期高齢者医療保険料未納
　の人は除く）
受診医療機関
　県済生会病院、福井勝山総合病院
内容
　１日ドック
受診費用
　県済生会病院　1万4280円
　福井勝山総合病院　1万5900円
受診期間　４月～平成28年３月末まで
定員　30人 （先着）
申込方法　市民生活課か和泉支所へ直接申し込む
　※電話での申し込みは不可
申込開始日　２月16日月
問　市民生活課 （☎66・1111内線1204）

お願い後期高齢者医療制度加入の皆さんへ

　

本
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
人
で
、
次
に
該

当
す
る
人
。

○
給
与
所
得
の
ほ
か
に
事
業
や
農

　

業
、
不
動
産
、
譲
渡
、
配
当
、

　

年
金
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

○
大
野
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告

　

書
を
提
出
し
な
い
事
業
所
に
勤

　

め
て
い
る
人

○
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入

　

が
あ
っ
た
人

○
前
年
中
途
で
退
職
や
失
業
し
、

　

１
月
１
日
現
在
、
就
職
し
て
い

　

な
い
人

○
昨
年
中
、
収
入
が
な
か
っ
た
人

　

税
務
署
で
確
定
申
告
を
す
る

人
や
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調

整
を
し
て
い
る
人
、
収
入
が
な

い
被
扶
養
者
（
扶
養
控
除
の
適

用
を
受
け
て
い
る
人
）
は
申
告

不
要
で
す
。

　

申
告
時
に
は
、
印
鑑
と
次
の
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
収
入
に
つ
い
て
分
か
る
も
の

・
給
料
な
ど
が
あ
る
場
合
、
源
泉

　

徴
収
票
か
賃
金
な
ど
の
支
払
額

　

証
明
書

・
営
業
や
農
業
な
ど
事
業
を
し
て

　

い
る
場
合
、
市
・
県
民
税
申
告

　

書
の
裏
側
に
内
訳
を
記
入
し
た

　

も
の
か
確
定
申
告
用
の
収
支
内

　

訳
書

・
不
動
産
収
入
が
あ
る
場
合
、

市
・
県
民
税
申
告
書
の
裏
側
に

内
訳
を
記
入
し
た
も
の
か
、
確

定
申
告
用
の
収
支
内
訳
書

・
公
的
年
金
や
生
命
保
険
契
約
の

　

年
金
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー
か
ら
の
配
分
金
な
ど
の

　

収
入
が
あ
る
場
合
、
源
泉
徴
収

　

票
と
支
払
額
の
証
明
書

・
生
命
保
険
契
約
の
満
期
返
戻
金

　

が
あ
る
場
合
、
支
払
額
が
分
か

　

る
も
の

○
控
除
に
つ
い
て
分
か
る
も
の

・
扶
養
す
る
人
や
配
偶
者
が
い
る

　

場
合
、
そ
の
人
の
所
得
が
分
か

　

る
も
の

・
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
、
医

　

療
費
の
領
収
書
と
そ
の
合
計
額

　

を
自
分
で
計
算
し
た
も
の

・
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険

料
、
雇
用
保
険
料
な
ど
を
支

払
っ
た
場
合
、
そ
の
金
額
が
分

か
る
も
の

・
国
民
年
金
保
険
料
や
小
規
模
企

業
共
済
等
掛
金
、生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
を
支
払
っ
た
場

合
、
そ
の
金
額
が
分
か
る
も
の

・
障
害
者
の
場
合
、
障
害
者
手
帳

　

や
療
育
手
帳
、
市
が
発
行
し
た

　

証
明
書

※
本
市
に
住
民
登
録
は
あ
る
が
、

　

他
市
町
村
で
課
税
さ
れ
て
い
る

　

場
合
、
そ
の
課
税
市
町
村
や
勤

　

務
先
が
分
か
る
も
の

　

市
・
県
民
税
の
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
に
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
用
紙
は
、
昨
年
市
・
県
民
税
申
告
書
を
提
出
し
た
人
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る　
　

人
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
申
告
用
紙
は
、
税
務
課
や
申
告
会
場
に
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　

税
務
課
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
１
３
１
０
）

申
告
が
必
要
な
人

持
ち
物

申
告
す
る
必
要
が
な
い
人

市
・
県
民
税
の
申
告
は

　
　
　
　

３
月
16
日
月
ま
で
に     

　ガスコンロ用ボンベやヘアスプレー缶など
可燃性ガスが入っている缶をごみとして出す
場合、「中身を使い切って」必ず「穴をあけて
ガスを抜いて」から、缶類として出してくだ
さい。
　また、使い捨てライターは、「使い切って」
燃やせないごみとして出してください。（ガス
が残っているものは危険なので出さないでく
ださい。）
問　市民生活課（☎66・1111内線1208）
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月日 曜日 時間 会場 対象地区
２/16 月

午前９時～正午
午後１時～４時

市役所第１、第２
会議室

泉町全区、清瀧、城町全区、水落区全区、要町
２/17 火 本町全区、元町全区、明倫町全区、天神町
２/18 水 錦町全区、大和町全区、有明町、吉野町、美里町
２/19 木 美川町全区、月美町、清和町、弥生町全区、糸魚町
２/20 金 日吉町全区、幸町、神明町、高砂町全区

２/23 月
上庄公民館

午前：森山、西山、平沢、今井、佐開
午後：森政領家、森政地頭、猪島、中据、下据、吉

２/24 火 午前：上五条方、下五条方、医王寺、北御門、西据、榎
午後：野中、稲郷、上据、東山、御給、友兼、開発、下郷

２/25 水 富田公民館 午前：土打、上野、土布子、下麻生嶋、川上、田野、井ノ口
午後：七板、富嶋、新田、森目、新河原、塚原、新塚原、富塚

２/26 木

下庄公民館

午前：上中野、下中野
午後：堂本、友江、中挾全区、中保、菖蒲池、若里

２/27 金
午前：西市、新町、中荒井一丁目・二丁目、矢、城北町、陽明町
一丁目～四丁目
午後：中津川、東中津川、南新在家、横枕、東中野

３/２ 月
午前９時～正午 庄林会館 庄林、太田、大矢戸、小矢戸、西大月、東大月、北大野
午後１時～４時 南六呂師集落センター 南六呂師

３/３ 火
午前９時～正午 乾側公民館 乾側地区
午後１時～４時 小山公民館 小山地区（新庄は３月13日）

３/４ 水
午前９時～正午 蕨生集落センター 木落、蕨生、下唯野
午後１時～４時 木本集落センター 大西出、中西出、中村町、荒子町、木本領家、宝慶寺

３/５ 木 午前９時～正午
午後１時～４時 阪谷公民館

午前：伏石、柿ヶ嶋、八町、森本、松丸、石谷、大月、御領
午後：萩ヶ野、花房、不動堂、橋爪、蓑道、落合、堂嶋、金山、
小黒見

３/６ 金 午後１時～４時 五箇公民館 五箇地区

３/８ 日

午前９時～正午
午後１時～４時

市役所第１、第２
会議室 平日に申告会場に行くことができない人

３/９ 月
和泉支所 和泉地区

※今年度は、大納地区・下山地区での申告受付は行いません３/10 火
３/11 水

市役所第１、第２
会議室

春日一丁目全区、春日二丁目全区（桜塚町含む）、若杉町
３/12 木 春日三丁目全区、国時町、篠座町、茜町
３/13 金 上篠座全区、春日野、西里、新庄、東中
３/16 月 期間中、申告会場に行くことができなかった人

○農業所得の申告受付日程

２/21 土 午前９時～正午
午後１時～４時

ＪＡテラル越前
本店１階

下庄地区、乾側地区、富田地区、五箇地区、和泉地区
２/22 日 大野地区、小山地区、阪谷地区、上庄地区

　おむつが必要な高齢者がいる世帯は、おむつ代
に掛かる費用が医療費控除の対象になる場合があ
ります。確定申告をするときは、おむつ代の領収
書と、医師の発行する「おむつ使用証明書」か市
の発行する「確認証明書」が必要です。詳しくは、
問い合わせてください。

高齢者のおむつ代医療費控除

　平成26年12月31日現在、介護保険の要支援・
要介護認定を受け、障害者と同等と認められる65
歳以上の人は、障害者控除の対象になります。対
象者には、２月上旬までに「障害者控除対象者認
定書」を送付します。
　認定者がすでに死亡している場合、認定書は送
付しません。扶養控除の申請などで認定書が必要
な人は、申請してください。

介護保険 要支援･要介護
認定者の障害者控除

問　健康長寿課（☎65・7333）

申告受付の日程と会場
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